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軌道面傾斜ガ 17　12 17　534．517　　9 17　857．010。
離心…率8 0・2977 0．287312702575 0．253741⑪，202
長牛径　σ 40，832 41．28630 39，875 39．5967343．0
近日黒占距離　9 28．68 29．42422 29．58 29．5494234．3
公轄週期　ア 260．9 265．2828 251．80 249．1661282．
　四つの軌道が大鰐皆よく一致してみることは，各州算者の使つテこ材料が
立派なものであり，叉，腕も確かなものであることを語るものであるが，
中にもm6シナー民のものが最も深い自信を持ってるるらしく見える．悟
れに縁ると，今まで諸論紛々として，一一時はL遊星「かし彗星「かの見込
みも不明になり，今後如何なることかと怪しまれft問題も略々定まって，や
はり，離心率は0．25程度，長牛維は39．6ぐらゐ，二三周期は249年衛1後の，
いかにも見事なL超海王遊星「に違ひないことが分り，皆々胸なで下した
といふ心持ちである．
　こ〉に，ローエルが毒言して置いナこ軌道を比べて見るのも興味深い．各
要素の漫言と計算とが如何にもよく一一faしてみることから見ると，之れは
決して偶然のものでなく，やはりローエルの敷學論理の大成功といふこ
とを認めざるを得ないと共に，此のLプルードは，物理観測がまだ不充
分ではあるけれど，只言軍に光輝などから劇断される以上に，大きい質量
の持ち主なのだらうと考へられる次第である．
　若し上記のクロムメリン二等の軌道要素が眞に近いものとするならば，
今まで，或は長週期の楕圓軌道や，三物線軌道などを算出しナこ人々の共の
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論嫁は一膿f可であるのだらう？　之れは可なり深刻な問題として今後論議
されるものであるだらうが，自分等の考へでは，肖れはやはり槻測位置の
不正確といふ事に回するのであらう．
　ちなみに，ローエル天文毫の管理委員會が，こんど護見の超海王星の名
をブルーbPLUTOと定めナこのは，可なりの因縁とユーモアとに満ちてみ
るものらしい．プルートの名を，誰よりも早くスライフア墓長に申し逡つ
ずこのは英國の可憐なる少女ミス・バーネイであっナこといふことであるし，之
れが又恰もパーシブル●n・一一エルPercival　Lowellの頭文字Pしによって姶
まってみるといふ因縁が，ローエル天文藁の人々を喜ばせナこものであると
いふ．
　　　　　　　　　重力観測溶出登
　松山基範博士を隊長とし，熊谷，秋葉，森川，千田諸氏をメムバーとする
一行は，例年の如く，朝鮮各地の重力及び磁氣観測の目的を以って，去る
七月十九日京都を出磯されナこ．蹄洛は八月下旬の目附．
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本誌の來月號には，荒木健児氏の黄道光観測法が載ります．
